




Audio Guide: A Contrivance For Seeing a Dance With the Blind
On “Work In Progress For Seeing a Dance By Means Of Sound”
木　村　　　覚
KIMURA Satoru
［SUMMARY］The purpose of this paper is to analyze the fruits of a program called “Work In 
Progress For Seeing a Dance By Means Of Sound （2017, 2018）” organized by curator Miyuki 
Tanaka. The theme of this program is in developing new types of audio description which Tanaka 
calls “audio guide” for visually impaired people and sighted people seeing same dance perfor-
mance together. Reflecting upon the situations of assisted performance in England and Japan 
confirmed that Japan remains backward in a field of dance performance concerning access for 
handicapped persons. In comparison with a pioneered audio description of movie, we find that 
the audio description of dance has its own issue. The program makes six types of audio descrip-
tion. Especially the paper focuses on two audio descriptions created by the study group formed 
in the program, pays attention to its part of “deliciousness” which the visually impaired members 
wanted to the guide and examines what information giving a high quality user experience not 
mere information for assurance is. In order to think of it, the paper adopts an idea from transla-
tion studies, in particular Nida’s dynamic equivalence. Finally considering the concept of Jakob 
von Uexküll’s Umwelt allows us to discuss that it is important for us living in different Umwelts 
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なってきた。また「“ 感じる” インフラストラクチャー　共感と多様性の社会に向けて」（2018 年）では、
スポーツ観戦という点から、触覚を媒介にして視覚障害者とともに見るプロジェクトが ICC で行われ
た。
7）  ビッグアイ、日本財団パラリンピックサポートセンタ 「ー障がい者の舞台芸術表現・鑑賞に関する実
態調査報告書」、p. 118。
8）  鈴木京子『インクルーシブシアターを目指して　「障害者差別解消法」で劇場はどう変わるか』、p. 13。
9）  http://otodemiru.net/review3/
10）  2017 年作成の音声ガイドは次のサイトを参照している。http://otodemiru.net/
11）  岡野宏治氏、金子聡氏、難波創太氏、日夏ユタカ氏、田中みゆき氏（以下、敬称略）にはインタビュー
を実施した。以下、インタビューの引用後丸括弧内に名前を記載する。
12）  2018 年の音声ガイド三種類は論文執筆の時点で公開されておらず、田中みゆき氏のご厚意でお借りし
た。
13）  次の発言はその点の証左となる。「見ていた時の経験から言っても、ダンスの感動というのは、ちょっ
とした立ち姿とか、動きの流れとか、あと振りのシンボリックなものにああっと感動したりすること
が多かったんですね。それを言葉で切り取るって非常に難しいから、動きを言語で記述しようとする
とそれ（ダンスの感動的な部分）が全部落っこちちゃうんですよね。旨味が落ちちゃってる。捩子さん
のあの音声というのは、ダンスの旨味というものは違うけれども、非言語的なもののとして情報量が
非常に多い。それがどーんと来たんで、これは使った方が良いと思ったんです。」（岡野）
14）  http://otodemiru.net/review3/  なおここで平塚は、解説者のような立場からの言葉であれば、主観的な説
明も可能であると、自らの見解を述べている。
15）  https://ja.wikipedia.org/wiki/ 情報保障
16）  Fryer, ibid., p.164.
17）  アンソニー・ピム『翻訳理論の探求』、p. 55。また次の著作を参照のこと。ナイダ、テイバー、ブラウ
ン『翻訳　理論と実際』。
18）  ピム、前掲書、p. 52。
19）  同前。
20）  Fryer, ibid., p. 165.
21）  Ibid.
22）  次のコメントのように、晴眼者の鑑賞仕方を岡野は意識しながら、擬音の効果を反省しているのは、
その一例である。「あの［捩子による擬音の］音を聞いたときに、晴眼の人たちがものすごく受けてた
んだよね。見えてるとあの声とダンスと（の関係性）がいいらしいんですよ。」（岡野）
23）  Fryer, ibid., p. 66. もちろん、先述のようにここでは共鳴の裏切られも生じる。
24）  田中みゆきはこの点に関してこう述べている。「これは、音声を情報としてではなく、いかに触覚的
にその場にいる“ イメージ” を浮かび上がらせるものにするかだと、わたしは理解している。」（田中
みゆき「美術鑑賞における情報保障とは何か」  http://artscape.jp/report/curator/10145712_1634.html）
25）  日髙敏隆『動物と人間の世界認識　イリュージョンなしに世界は見えない』筑摩書房、2007 年、p. 74。
26）  次の考察を参照のこと。「しかし、こうした映画のバリアフリー化の試みにもいくつかの課題がある。
①障害のある鑑賞者にとってどのような音声解説や字幕説明が分かりやすく適切であるかを評価する
手法について、今後さらなる検討が求められる。②仮に一般の観客と同一コンテンツを鑑賞すること
を目指すとすれば、こうした付加的説明が「過剰な情報」となって忌避される可能性がある。②の問題
を克服するためには、③障害者の多様なニーズに対応したコンテンツを準備するか、あるいは、IT の
活用等により、各鑑賞者が選択的に付加的解説情報を得られるよう目指すことになり、④だが、それ
をあまりに追求すれば、共に同じ映画を鑑賞するとは言えなくなってしまうという相克にぶつかる。
こうした課題をどう考えるか。」（福島智「「架け橋」としてのバリアフリー映画を」『バリアフリー映画
をスタンダードにするために』所収、p. 5）福島はその上で、作品の製作や公開準備の段階から多様な
人々が協力する態勢づくりが必要であると説いている。
